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流域における対策 国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林整備センター

■水源林造成事業による森林の整備・保全

針交混交林 育成複層林

⽔源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

・ 源林造成事業は、奥地 源地域の 有保安林のうち、所有者の 助努 等によっては適正な整備が 込めない
箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の⾼度発揮を図る事業です。
・ 源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹 の成 や下層植 の繁茂を促し、
森林⼟壌等の保⽔⼒の強化や⼟砂流出量の抑制を図り、流域治⽔を強化促進します。
・淀川流域における⽔源林造成事業地は、約190箇所（森林⾯積 約4，100ha）であり、流域治⽔に資する除間伐
等の森林整備を計画的に実施していきます。（令和３年度においては、約290haの森林整備を予定。）

淀川流域

⽔源林造成事業地

淀川流域における水源林造成事業地
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情報提供
令和２年度に実施した気象情報改善

気象台では、皆様の治水、防災活動にご利用いただくため様々な
防災気象情報を提供しており、常に改善を図っています。

京都地方気象台
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特別警報の改善

実施済

Point：災害発生との結びつきが強い指数と過去災害と対応するよう設定した基準を用いて判定することにより、精度を改善
します（大雨特別警報（土砂災害）の全国的な運用を令和2年7月30日より開始）。
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特別警報の改善

実施済

Point：特別警報の発表を待たずに、避難勧告など警戒レベル４が発令されたら直ちに避難してください。特別警報が発表さ
れてからでは既に命を守るために最善を尽くすべき状況であることを情報文にも明記して呼び掛けることにしました。
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特別警報の改善

実施済

Point：「数十年に一度の強度の台風等」の場合にも発表していた大雨特別警報について、「警戒レベル」に基づき「雨を要因
とする基準」に一元化することとしました（令和2年8月24日より開始、暴風・高潮・波浪・暴風雪は従前どおり）。
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大雨特別警報解除後の洪水への警戒呼びかけの改善

Point：大雨特別警報解除後の洪水への警戒呼びかけのため、国交省と気象庁の合同記者会見（整備局と管区気象台によ
る地方版も）の開催、指定河川洪水予報の臨時情報として「河川氾濫に関する情報」の発表等を行うこととしました。

実施済
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危険度分布の改善

実施済

Point：大河川では、外水氾濫の危険度（指定河川洪水予報の警戒レベル相当）に加えて、湛水型の内水氾濫（本川の増水
に起因する内水氾濫）の危険度も表示できるよう改善しました（令和2年5月28日より開始）。
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危険度分布の改善

一部実施済

Point：中小河川では、外水氾濫、湛水型の内水氾濫のそれぞれの危険度のうち、高い方の危険度を表示していますが、今
後は大河川と同様に、湛水型の内水氾濫の表示改善に取り組んで参ります。

2
6



予想が大きく変わった場合の解説を改善

実施済

Point：気象情報を発表するような状況で、予想が大きく変わった場合に、何がどのように変わったのか明示することとしまし
た。例えば、「危険度が当初の予想を大幅に上回って急激に高まっています」等と表現します。
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洪水及び土砂災害の予報のあり方に関する検討会

概要

洪⽔及び⼟砂災害の予報について、近年の技術進展やニーズの多様化を踏まえ、

有識者による標記検討会（第1回）を令和3年1⽉6⽇に開催しました。

今後、同検討会による議論を重ね、洪⽔及び⼟砂災害の予報のあり⽅についてと
りまとめが⾏われます。

第1回検討会
開催⽇時：令和3年1⽉6⽇ 10 12時
出席者 ：左記のとおり

第1回資料は、以下に掲載されております。
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/shingikai/kentoukai/ari
kata/20210106_arikata.html

Point：民間事業者等の最新の予測技術の現状や防災行動等に資する予報のニーズと課題に関する詳細を把握するため、
本検討会において有識者からのヒアリングを実施の上、課題・論点を深めていきます。
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木津川上流における河川対策 水資源機構

ダム貯水池堆砂除去の実施（高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、布目ダム、比奈知ダム）

【概要】
淀川水系木津川流域にて5ダム（治水及び利水等を含む他目的ダム）を管理している。

・比奈知ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：H11管理開始
・青蓮寺ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・農業用水・発電）：S45管理開始
・室生ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：S49管理開始
・高山ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：S44管理開始
・布目ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：H 4管理開始

ダムの長寿命化のための堆砂除去の実施
  洪水調節容量の確実な確保

高山ダム（管理開始５０年）の状況

洪水調節容量 35,400千m3

洪水調節容量内堆砂量 1,100千m3

洪水調節容量の余裕容量 5,400千m3

洪水調節容量に対する堆砂の割合 3.1％

洪水調節容量の余裕量に対する堆砂の割合 20.4％

洪水調節容量の余裕に対する堆砂率が
１５％以上に至る残余年数

評価：A
残余年数：－13.2年

相当雨量（洪水調節容量/流域面積） 58mm

堆砂進行度（100年換算実績堆砂量/計画堆砂量） 145.0％-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

S44S46S48S50S52S54S56S58S60S62 H1 H3 H5 H7 H9 H11H13H15H17H19H21H23H25H27H29 R1

(千m3)

各年堆砂量

計画堆砂量

全堆砂量

有効容量内

死水堆砂量

【堆砂状況と対策】
・各ダムの経過年数、堆砂状況及び「ダム貯水池土砂管理の手引き」の評価は

下記のとおり（R2.4時点）。
比奈知ダム21年 50% A、青蓮寺ダム 49年 63% A、室生ダム 46年 38% C
高山ダム 50年 74% A、布目ダム 28年 35% B

※「A」（対策検討開始）、「B」（対策検討開始に向けた調査実施、「C」（堆砂状況の把握）
・川上ダム長寿命化容量を活用した掘削（川上ダム運用開始後）
・堆砂除去のための進入路整備等を現在実施中
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木津川上流における河川対策 水資源機構

事前放流（高山ダム、青蓮寺ダム、室生ダム、布目ダム、比奈知ダム）

【概要】 淀川水系木津川流域にて5ダム（治水及び利水等を含む他目的ダム）を管理。
・比奈知ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：H11管理開始
・青蓮寺ダム（洪水調節・河川環境保全等・水道用水・農業用水・発電）：S45管理開始
・室生ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：S49管理開始
・高山ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水・発電） ：S44管理開始
・布目ダム （洪水調節・河川環境保全等・水道用水） ：H 4管理開始

【事前放流の実施状況】
●管理する５ダムにおいて、関係者と合意した事前放流ルールにより、事前放流の

運用を開始している（R2年洪水期から）。
●R2年10月の台風14号接近に伴う出水で、木津川ダム群では事前放流を行い、洪水

調節量を一時的に増やした（約6％増）。
●事前放流をより効果的に行うため、予測技術向上に向けた技術開発（アンサンブル

予測技術）及び施設改良の検討

事前放流の実績（R2年10月台風14号）

事前放流の概要

比奈知ダム

9,000
千 洪水貯留準備水位

EL.292.00

洪水時最高水位
EL.305.00

事前放流後の水位
EL.291.39

352
千 

洪水調節容量

追加容量

青蓮寺ダム

3,400
千 洪水貯留準備水位

EL.273.00

洪水時最高水位
EL.282.00

事前放流後の水位
EL.272.00

763
千 

洪水調節容量

追加容量

室生ダム

洪水貯留準備水位
EL.287.50

7,750
千 

洪水時最高水位
EL.296.50

※事前放流実施なし。
（条件を満たさず）

洪水調節容量

高山ダム

35,400
千 洪水貯留準備水位

EL.117.00

洪水時最高水位
EL.135.00

事前放流後の水位
EL.115.38

2,207
千 

洪水調節容量

追加容量

布目ダム

6,400
千 洪水貯留準備水位

EL.279.20

洪水時最高水位
EL.287.30

事前放流後の水位
EL.278.32

613
千 

洪水調節容量

追加容量

木津川布目川

名張川

5ダム合計洪水調節量
66,950千 

事前放流等による追加
容量

3,935千 
（約6％増量）

【事前放流とは】

計画規模を上回る洪水が想定された場合に、ダムの容量の一

部を洪水の発生前に放流し、洪水調節容量を一時的に増やす

操作
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平成29年度から本体工事に着手し堤体コンクリート打設の約9割が完了（12月時点）。令和4年度完成予定。
川上ダムの洪水調節により、淀川本川までの流量を低減。

■進捗状況■事業目的

【治水】当該ダムの建設される地点における計画高水流量850m3/sの
うち780m3/sの洪水調節を行う。

【利水】伊賀市の水道用水として
最大 0.358m3/sの取水を供給。

【流水の正常な機能の維持】
前深瀬川及び木津川の既
得用水の補給等流水の正
常な機能の維持と増進。
高山ダム、青蓮寺ダム、
布目ダム及び比奈知ダム
の堆砂除去のための代替
補給。

■工事概要
■工事進捗状況写真（令和2年11月末）

【川上ダム堤体諸元】
○型 式 ： 重力式コンクリートダム
○堤 高 ： ８４ｍ（堤頂標高：ＥＬ.２８２．０ｍ）
○堤頂長 ： ３３４ｍ
○湛水面積：１．０４ｋｍ2
○総貯水容量：３１，０００千ｍ3

ダム下流側 右岸側

川上ダム事業 進捗状況 水資源機構
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